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［プロフィール］ 香川県生まれ。東京大学教養学部を卒業後、総理府（現内閣府）に入府。
男女共同参画局（当時は男女共同参画室）の設置から関わり、１９９５年に国連第四回
世界女性会議（中国・北京）に日本政府代表団として参加。大臣官房審議官や大臣
官房政府広報室長などを経て、2014 年 7月から2018 年 7月まで男女共同参画局長。

前内閣府男女共同参画局長
日本学術会議事務局企画課　
学術研究団体等調査分析官　武川 恵子さん

女性と政治参画の
これから

◆２０１8年９月１５日講義より
講義

REPORT
第五期

2018年に5月16日に「政治分野における男女共同参画の推進に関する
法律」が成立しました。内閣府男女共同参画局長として、その経緯を見守っ
てきた男女共同参画局長の武川恵子さんに、女性議員比率における世界の
状況、日本の状況について聞きました。

　
「
政
治
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同
参

画
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
は
、
平
成

27
年
に
中
川
正
春
衆
議
院
議
員
の
呼

び
か
け
に
よ
って
超
党
派
の
議
員
連
盟

が
結
成
さ
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
法
案
が
可
決
さ
れ
る
ま
で
に
は
、

15
回
に
お
よ
ぶ
院
内
集
会
が
開
催
さ
れ
、

２
０
１
７
年
の
９
月
に
は
衆
議
院
の
解
散

に
よ
り
、
廃
案
に
な
る
と
い
う
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
５
月
16
日
の

参
議
院
本
会
議
で
、
全
会一致
で
可
決
、

成
立
し
ま
し
た
。

　

条
文
第
２
条
の
基
本
原
則
、「
…
男

女
の
候
補
者
の
数
が
で
き
る
限
り
均
等

と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
…
」
と
い
う一

文
の「
均
等
」とい
う
文
言
を
め
ぐって
は
、

「
同
数
」
に
す
る
、「
均
衡
」
が
いい
な

ど
激
し
い
議
論
が
交
わ
さ
れ
、よ
う
や
く

「
均
等
」
に
落
ち
着
き
ま
し
た
。

　
現
状
、
女
性
議
員
の
割
合
は
、
衆
議

院
で
10・１
％
、
参
議
院
で
20・７
％
。
地

方
議
会
で
は
10
．１
％
で
す
。
世
界
平

均
が
23・８
％
で
す
の
で
、
か
な
り
低
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
町
村
議
会
に
至
っ

て
は
全
国
の
約
３
割
が
、
女
性
議
員
０

で
す
。
21
世
紀
の
先
進
国
な
の
に
こ
の

状
況
で
す
。
他
の
先
進
国
で
そ
の
よ
う

な
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

歴
史
を
紐
解
く
と
、
１
９
４
５
年

に
女
性
の
国
政
参
加
が
認
め
ら
れ
、

１
９
４
６
年
４
月
の
衆
議
院
選
挙
で
、
39

名
の
女
性
が
衆
議
院
に
当
選
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
よって
女
性
議
員
比
率
は
８・４
％

に
な
り
ま
し
た
。
世
界
と
比
較
し
て
も

か
な
り
高
い
水
準
で
し
た
。
こ
れ
は
、一

人
複
数
票
を
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
、一

人
は
女
性
に
、
も
う一人
は
男
性
に
投
票

し
た
人
が
多
かった
か
ら
だ
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
女
性
議
員
数
は
激
減
し
、

２
０
０
５
年
の
小
泉
政
権
の
と
き
の
衆
議

院
議
員
総
選
挙
で
43
人
の
女
性
が
当
選

す
る
ま
で
、
39
人
の
記
録
が
破
ら
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ス
イ
ス
の
非
営
利
財
団
「
世
界
経
済

フ
ォ
ー
ラ
ム
（
ダ
ボ
ス
会
議
）」
が
毎
年

発
表
す
る
ジェン
ダ
ー
ギ
ャップ
指
数
は
、

日
本
は
１
４
４
カ
国
中
１
１
４
位
で
す
。

２
０
０
６
年
に
は
80
位
で
し
た
が
、
ど
ん

ど
ん
落
ち
て
き
て
発
展
途
上
国
に
追
い

抜
か
れ
てい
る
の
が
現
状
で
す
。

　
ジェン
ダ
ー
ギ
ャッ
プ
指
数
は
、
政
治
・

経
済
・
健
康
・
教
育
の
４
分
野
に
つい
て

測
定
さ
れ
ま
す
が
、
日
本
は
、
健
康
で
は

１
位
、
教
育
で
は
74
位
と
ま
ず
ま
ず
な
の

で
す
が
、
政
治
で
は
１
２
２
位
、
経
済
で

は
１
１
４
位
と
極
端
に
低
いの
で
す
。

　
北
欧
諸
国
で
は
、
１
９
７
０
年
代
か
ら

日
本
の
現
状

諸
外
国
の
状
況



■ 資料② G7各国における政治分野への女性の活躍促進策

法令上のクオータ制

政党によるクオータ制

その他のインセンティブ付与

（備考）１．IPU資料より作成。調査対象国は2018年6月現在193ヵ国。 ２．一院制又は下院における女性議員割合。 ３．ドイツは1985年までは，西ドイツの数字。

二院制の場合は下院の数字

※下院又は一院の女性割合の
世界平均は22.9%
（上院は22.3%）

（2018年６月現在）

スウェーデン
ノルウェー
ドイツ
イギリス
フランス
アメリカ
韓国

日本（※）

国名
８
13
16
41
46
102
117
158

43.6
41.4
39.0
32.0
30.7
19.5
17.0
10.1

順位 割合

▶日本の国会議員に占める女性割合は上昇傾向にあるものの、
　先進諸外国との格差は大きい。

■ 資料① 諸外国の国会議員に占める女性割合の推移
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国
会
議
員
に
占
め
る
女
性
の
割
合
が
増
え

て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
国
も
、
１
９
９
５

年
に
北
京
で
開
催
さ
れ
た
第
４
回
世
界

女
性
会
議
を
きっか
け
に
、
ク
オ
ー
タ
制

を
導
入
す
る
な
ど
し
た
国
々
は
女
性
比

率
が
高
まってい
ま
す
。（
資
料
①
）

　
フ
ラ
ンス
で
は
、
２
０
０
０
年
に
パ
リ
テ

法
を
成
立
さ
せ
た
こ
と
で
、
女
性
議
員

数
が
増
加
し
ま
し
た
。
上
院
で
は
比
例

代
表
選
挙
候
補
者
名
簿
を
男
女
交
互
と

し
、
下
院
で
は
候
補
者
数
の
男
女
比
が

49
〜
51
％
よ
り
開
い
た
政
党
に
助
成
金

を
減
額
し
てい
ま
す
。

　
イ
ギ
リ
ス
で
は
隣
接
す
る
２
つの
選
挙

区
を
1
く
く
り
と
み
な
し
、一方
の
選
挙

区
か
ら
は
女
性
、
も
う一方
の
選
挙
区
か

ら
は
男
性
の
候
補
を
立
て
る
ツ
イ
ン
方
式

を
導
入
し
てい
ま
す
。（
資
料
②
）

　
各
国
の
女
性
議
員
比
率
向
上
の
歴
史

を
見
て
み
る
と
、
ど
の
国
も
大
変
苦
労

し
て
女
性
比
率
を
増
や
し
てい
ま
す
。

　
た
と
え
ば
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
１
９
９
０

年
代
に
「
女
性
の
み
の
候
補
者
名
簿
」

を
採
用
し
、
性
差
別
禁
止
法
違
反
だ
と

反
発
を
受
け
、一度
は
断
念
し
てい
ま
す
。

し
か
し
そ
の
後
、
男
女
格
差
是
正
の
た

め
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
ア
ク
ション
は
性
差
別
に

は
当
た
ら
な
い
と
い
う
性
差
別
禁
止
法

の
改
正
を
行
って
、「
女
性
の
み
の
候
補

者
名
簿
」
を
復
活
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、

フ
ラ
ン
ス
も
パ
リ
テ
法
に
先
立
って
憲
法

を
改
正
し
てい
ま
す
。

　
日
本
で
も
参
考
に
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
内
閣
府
で
は
、「
女
性
の
政
治
参
画
マッ

プ
」「
都
道
府
県
別
全
国
女
性
の
参
画

マップ
」「
市
町
村
女
性
参
画
状
況
見
え

る
化
マップ
」
を
作
成
し
、
政
治
分
野
に

お
け
る
女
性
の
参
画
状
況
の
見
え
る
化

を
行
って
い
ま
す
。
女
性
候
補
者
を
増

や
す
た
め
に
は
、
ま
ず
は
現
状
を
広
く

知って
も
ら
う
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
る

か
ら
で
す
。（
資
料
③
）

　
日
本
で
は
、
地
方
議
会
の
女
性
比
率

が
ま
だ
ま
だ
低
く
、
都
道
府
県
議
会
で

は
10
．１
％
、市
町
村
議
会
で
13
．１
％
。

女
性
議
員
の
年
齢
構
成
を
見
る
と
、
子

育
て
が一段
落
し
た
と
思
わ
れ
る
50
代
以

上
が
７
割
を
超
え
ま
す
。

　
な
ぜ
、
地
方
議
会
に
お
い
て
女
性
議

員
が
少
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
主
に
３
つ

の
理
由
が
あ
り
ま
す
。

❶
政
治
は
男
性
の
も
の
と
い
う
意
識
が
強
い

❷
議
員
活
動
と
家
庭
生
活
の
両
立
が
難
し
い

❸
経
済
的
負
担
が
大
き
い
。

　
こ
れ
ら
の
解
決
策
と
し
て
は
、
政
党

が
性
別
に
関
わ
ら
ず
能
力
に
基
づい
て
立

候
補
者
を
養
成
す
る
、
教
育
研
修
の
機

会
を
与
え
る
、
経
済
的
支
援
を
す
る
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
育
児
・

介
護
休
業
制
度
の
明
文
化
、
議
会
の
託

児
所
や
授
乳
室
の
整
備
も
必
要
で
す
。

　
２
０
１
９
年
６
月
に
は
東
京
で
、
女
性

政
治
指
導
者
グ
ロ
ー
バルフ
ォ
ー
ラ
ム（
Ｗ

Ｐ
Ｌ
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
Ｗ
Ｐ
Ｌ
は
、

女
性
政
治
家
の
数
を
増
や
し
、
女
性
の

影
響
力
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

グ
ロ
ー
バル
ネッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。

　

政
治
分
野
に
お
け
る
女
性
活
躍
は
、

今
や
世
界
の
潮
流
で
す
。
苦
労
の
末
、

よ
う
や
く
成
立
し
た
「
政
治
分
野
に
お

け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
す
る

法
律
」
を
追
い
風
に
、
日
本
で
も
、
女

性
議
員
比
率
を
高
め
て
い
き
た
い
。
そ

の
た
め
に
は
、
ま
ず
み
な
さ
ん
に
、
現
状

を
知
り
、
関
心
を
持って
い
た
だ
き
た
い

と
願ってい
ま
す
。

女
性
の
政
治
参
画
状
況
を

見
え
る
化

   

女
性
議
員
数
が
大
躍
進
し
た

   

ア
メ
リ
カ
議
会

　

２
０
１
８
年
11
月
の
米
国
中
間
選
挙
は
、

ト
ラ
ン
プ
政
権
へ
の
審
判
と
も
言
え
る
も
の

で
世
界
中
の
注
目
を
集
め
ま
し
た
。結
果
は
、

上
院
は
共
和
党
、
下
院
は
民
主
党
が
過
半
数

を
占
め
る
ね
じ
れ
議
会
に
。
ま
た
注
目
さ
れ

た
の
は
下
院
の
民
主
党
勝
利
を
導
い
た
女
性

議
員
の
躍
進
。
定
員
４
３
５
の
下
院
で
女
性

当
選
者
が
１
０
０
人
を
突
破
。
上
院
を
合
わ

せ
る
と
１
１
３
人
で
過
去
最
高
に
。
非
白
人

女
性
の
躍
進
も
話
題
に
。
女
性
た
ち
が
米
政

界
を
変
革
中
な
の
で
す
。



▲日本の都道府県議会で女性比率が高いのは上から京都府（20.3％）、東京都（19.7％）、滋賀県（16.3％）となっている。最下位は愛媛県の2.3％。

2019年の候補者は男女均等になる？
各政党の努力が期待されています。

日本でも２０１８年5月にようやく「政治分野における
男女共同参画推進法」（候補者均等法）が成立！
各政党は女性議員を増やす努力が必要です。まずは
候補者数の男女均等を目指すこと。われわれ有権者
は、各党の実行力を厳しく注視していくことが必要です。

政治分野における女性の参画拡大は、
多様な民意の反映のため極めて重要で
す。我が国の政治分野における女性の
参画状況は、国・地方ともに依然として
低い水準にとどまっています。

■ 日本の国会議員各政党の男女比

衆 議 院 議 員
会派名

合 計

所属議員数 男性 女性 女性比率

参 議 院 議 員
会派名

合 計

所属議員数 男性 女性 女性比率

H30.11.22現在

H29.9.27現在

自由民主党
立憲民主党・市民クラブ
国民民主党・無所属クラブ
公明党
無所属の会
日本共産党
日本維新の会
社会民主党・市民連合
希望の党
未来日本
自由党
無所属
欠員

283
58
37
29
13
12
11
2
2
2
2
13
1

465

261
44
35
25
12
9
10
2
2
2
2
13

416

22
14
2
4
1
3
1
0
0
0
0
0

47

8.5%
31.8%
5.7%
16.0%
8.3%
33.3%
10.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%
0.0%

11.3%

自由民主党・こころ
民進党・新緑風会
公明党
日本共産党
日本維新の会
希望の会（自由・社民）
無所属クラブ
沖縄の風
各派に属しない議員
欠員

126
49
24
14
11
6
4
2
5
1

242

106
37
19
9
9
3
2
1
5

192

20
12
5
5
2
3
2
1
0

50

15.9%
24.5%
20.8%
35.7%
18.2%
50.0%
50.0%
50.0%
0.0%

20.7%
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［プロフィール］総務省自治行政局行政課長。1989 年東京大学法学部を卒業後、自
治省（現総務省）に入省。1993 年ケネディ行政大学院公共政策学修士。春日井市
企画調整部長、京都府地方課長、自治省行政局選挙部管理課訟務専門官兼課長補佐、
総務省自治行政局行政課行政企画官、金沢市副市長、内閣府地方分権改革推進室
参事官、総務省自治行政局選挙部政治資金課長を歴任、2016 年より総務省自治行政
局選挙部選挙課長などを経て2018 年７月より現職。

　森 源二さん

日本の選挙制度について
◆２０１8年10月20日講義より

講義
REPORT

第五期

日本はまだまだ政治に関心を持つ女性が少なく女性議員も少ないのが現
状です。政治は身近な生活に直結したものだけに、女性たちは、日本の政
治のしくみを知っておく必要があります。
衆議院選挙と参議院選挙では選挙制度は違うの？　一票の重みって何？　
地方議会議員の選挙は？　知っているようで意外に知らない選挙制度に
ついて、総務省自治行政局行政課長の森源二さんに聞きました。

●
小
選
挙
区
制
と
比
例
代
表
制

　
平
成
６
年
に
、
政
治
改
革
が
行
わ
れ
、

小
選
挙
区
制
と
比
例
代
表
制
と
い
う
二

つ
の
選
挙
制
度
が
存
在
す
る
並
立
制
に

な
り
ま
し
た
。
以
前
は
、一つの
選
挙
区

で
お
お
よ
そ
３
〜
５
人
が
当
選
す
る
中

選
挙
区
制
で
し
た
。

　

小
選
挙
区
選
挙
は
各
選
挙
区
か
ら

1
人
の
議
員
が
選
ば
れ
、
投
票
は
投
票

用
紙
に
候
補
者
個
人
の
名
前
を
書
き
、

都
道
府
県
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
選

挙
事
務
を
管
理
し
ま
す
。

　
比
例
代
表
選
挙
は
全
国
を
11
の
ブ
ロッ

ク
に
分
け
、
各
選
挙
区
か
ら
議
員
６
〜

28
名
を
選
出
、
投
票
は
投
票
用
紙
に
政

党
名
を
書
き
ま
す
。
こ
ち
ら
は
中
央
選

挙
管
理
会
（
国
）
が
管
理
を
し
ま
す
。

　

衆
議
院
議
員
の
定
数
は
4
6
5
人

で
、
う
ち
2
8
9
人
が
小
選
挙
区
選

出
議
員
、
1
7
6
人
が
比
例
代
表
選

出
議
員
で
す
。
衆
議
院
議
員
は
任
期
４

年
。
た
だ
し
解
散
が
あ
る
と
、
４
年
を

待
た
ず
に
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

●
重
複
立
候
補
と
は

　
衆
議
院
選
挙
で
は
、
小
選
挙
区
と
比

例
代
表
に
重
複
し
て
立
候
補
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
小
選
挙
区
選
挙
で
は
１

人
し
か
当
選
で
き
ま
せ
ん
が
、
小
選
挙

区
で
敗
れ
た
場
合
で
も
得
票
率
が
高
い

候
補
者
は
、
比
例
代
表
の
ほ
う
で
救
わ

れ
る
よ
う
に
なってい
る
の
で
す
。

　

図
１
を
見
て
く
だ
さ
い
。
衆
議
院
の

比
例
代
表
選
挙
の
場
合
、
政
党
の
候
補

者
リ
ス
ト
に
順
位
が
付
い
て
い
ま
す
。
上

か
ら
１
、２
、２
、２
、５
と
順
位
が
付
い
て

い
ま
す
が
、２
、２
、２
、と
なってい
る
Ｂ
、

Ｃ
、
Ｄ
は
重
複
立
候
補
者
で
す
。

　
比
例
代
表
で
政
党
の
当
選
人
の
数
が

２
人
の
場
合
、
リ
ス
ト
の
１
番
で
あ
る
Ａ

は
当
選
と
な
り
ま
す
。
リ
ス
ト
の
２
番

と
なってい
る
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
の
う
ち
、
Ｂ
は

小
選
挙
区
で
当
選
し
てい
る
の
で
（
図
1

の
右
側
の
表
参
照
）
比
例
代
表
の
リ
ス

ト
か
ら
外
れ
ま
す
。
残
る
Ｃ
、
Ｄ
で
は
、

小
選
挙
区
選
挙
の
得
票
率
が
高
い
Ｄ
の

ほ
う
が
当
選
と
な
り
ま
す
。

　
参
議
院
議
員
選
挙
は
、
こ
れ
ま
で
数
回

に
わ
たって
選
挙
制
度
改
革
が
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
間
、
国
会
議
員
の
定
数

は
減
って
い
き
ま
し
た
が
、
今
回
、
定
数

を
２
４
２
か
ら
２
４
８
に
増
や
す
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
前
回
の
選
挙
の
と

き
に一票
の
格
差
が
大
き
な
問
題
に
な
り

違
憲
と
さ
れ
た
た
め
で
す
。
参
議
院
選
挙

は
、選
挙
区
選
挙（
定
数
１
４
８
）と
、
比

例
代
表
選
挙（
定
数
１
０
０
）が
あ
り
ま
す
。

衆
議
院
の
選
挙
制
度

参
議
院
の
選
挙
制
度

（名簿届出時） （当選人決定時）

当・落氏名 当選
順位

小選挙区
の結果

候補者の氏名及び
当選人となるべき順位

Ａ

B

C

D

E

1

3

2

4

当

落

当

落

落
（惜敗率 80%）

落
（惜敗率 90%）

当

順位

1

2

2

2

5

氏名

A

B

C

D

E

重複
立候補

（名簿届出時） （当選人決定時）
候補者（優先的に当選人となるべき

候補者を除く）の氏名

優先的に当選人となるべき候補者の
氏名及び順位

氏名
A
B
C
D

氏名
E
F

順位
1
2

3
4
5
6

当
当
当
落

A
B
C
D

100万票
90万票
80万票
60万票

氏名 当選順位 当・落得票数

1
2

当
当

E
F

氏名 当選順位 当・落

特定枠以
外の者に
ついて得
票数の最
も多い順

特定枠記載
者を名簿記
載の順位の
とおりに当
選人とする

▼図1（衆議院の比例代表選挙）▼参議院の比例代表選挙制度



出典：財務省「地方公共団体の議会の議員及び長の所属等別人員調査」

出典：全国都道府県議会議長会「都道府県議会提要」（平成27年7月1日現在）
全国市議会議長会「市議会議員の属性に関する調」（平成28年8月1日現在）
全国町村議会議長会「第62回町村議会実態調査結果の概要」（平成28年7月1日現在）

■ 立候補前の諸活動■ 地方議会における男女比率（％）

■ 地方議会における年齢別比率（％）
0.1 0.9
6.5
2.1
0.6

0.3

0.3
5.5 13.5

17.6

特定枠以
外の者に
ついて得
票数の最
も多い順

政治活動 選挙運動

告
示
日
の

６
月
前

○
立
候
補
届
出

○
立
候
補
に
向
け
た
準
備
行
為

　
●
政
党
等
の
公
認
を
求
め
る
行
為

　
●
選
挙
事
務
所
、選
挙
運
動
用
自
動
車
、

　
　
個
人
演
説
会
の
会
場
の
借
入
れ
の
内
交
渉

　
●
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
、ビ
ラ
等
の
作
成

　
●
選
挙
運
動
資
金
の
調
達

　
●
供
託
金
の
供
託
　
　
　
　
　
　
な
ど

○
ポ
ス
タ
ー
や
ビ
ラ
を
用
い
た
政
治
活
動

　※

た
だ
し
、個
人
の
政
治
活
動
用
ポ
ス
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

　
　
告
示
日
の
６
月
前
ま
で
し
か
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

○
政
治
団
体
の
設
立

　
↓
政
治
団
体
の
設
立
届
を
選
挙
管
理
委
員
会
に
提
出

　
↓
届
出
後
、政
治
団
体
の
収
支
が
可
能
に
な
る
。

告
示
日

投
票
日
前
日

※政治活動については、
　一定の制限

個人ポスターの掲示が可能な期間

町村議会議員

町村議会議員

市議会議員

市議会議員

都道府県議会
議員

都道府県議会
議員

■ 30歳未満　　■ 30～40　　■ 40～50　　■ 50～60　　■ 60～70　　  
■ 70～80　　  ■ 80～

54.3 18.7

25.7 43 11.4

0.5
7.8 8.420.6 28.7 33.7

■ 男性　　■ 女性

9.8

14.685.4

90.2 9.8

90.2

44２０１９ 冬

　
選
挙
区
選
挙
は
47
都
道
府
県
が
選
挙

区
と
な
り
（
た
だ
し
鳥
取
県
・
島
根
県
、

徳
島
県
・
高
知
県
は
２
県
で
１
選
挙
区

に
合
区
）、
各
選
挙
区
か
ら
議
員
２
〜

12
名
を
選
出
。
投
票
は
個
人
名
を
書
き

ま
す
。
管
理
は
都
道
府
県
の
選
挙
管
理

委
員
会
が
し
ま
す
。

　
比
例
代
表
選
挙
は
全
国
で
実
施
。
個

人
名
か
政
党
名
を
書
い
て
投
票
し
ま

す
。
管
理
は
中
央
選
挙
管
理
会
が
行
い

ま
す
。
任
期
は
６
年
で
、
３
年
ご
と
に

半
数
を
改
選
し
ま
す
。
当
選
者
の
決
め

方
は
、
比
例
代
表
の
場
合
、
特
定
の
候

補
者
を
優
先
的
に
当
選
で
き
る
よ
う
に

す
る
「
特
別
枠
制
度
」
を
採
用
し
、
特

別
枠
の
人
は
無
条
件
に
当
選
で
き
ま
す
。

そ
の
他
は
得
票
数
の
多
い
順
に
当
選
者

が
決
ま
り
ま
す
。

　
よ
く
話
題
に
な
る一票
の
格
差
と
は
、

有
権
者
が
投
じ
る一票
の
重
み
の
不
平
等

の
こ
と
を
差
し
ま
す
。
小
選
挙
区
選
挙

で
は
、一つの
選
挙
区
に
１
人
の
当
選
者
し

か
出
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
選
挙
区
内
の

有
権
者
数
が
多
い
区
と
少
な
い
区
で
は
、

議
員
1
人
当
た
り
人
口
に
差
が
で
き
ま

す
。
選
挙
区
の
区
割
り
は
、
有
権
者
人

口
を
な
る
べ
く
そ
ろ
え
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
が
、
全
く
同
じ
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
２
０
１
１
年
の
最
高
裁
で
は
、
議
員一人

当
た
り
の
１
票
の
格
差
が
２
倍
を
超
え
た

ケ
ー
ス
につい
て
違
憲
状
態
と
い
う
判
決
が

下
さ
れ
ま
し
た
。
選
挙
区
は
５
年
ご
と
の

国
勢
調
査
の
結
果
を
受
け
て
決
め
ら
れ
ま

す
が
、
今
の
と
こ
ろ
、
１
票
の
格
差
を
２

倍
以
下
に
な
る
よ
う
調
整
し
てい
ま
す
。

　
地
方
公
共
団
体
の
長
の
選
挙
は
、
都
道

府
県
、市
町
村
等
の
区
域
で
行
わ
れ
ま
す
。

都
道
府
県
の
議
会
議
員
選
挙
は
、
市
町
村

単
位
の
選
挙
区
で
実
施
、
指
定
都
市
は
行

政
区
を
単
位
と
し
た
選
挙
区
で
実
施
、
市

町
村
は
原
則
市
町
村
の
区
域
で
選
挙
を
実

施
し
ま
す
。
管
理
は
都
道
府
県
ま
た
は

市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
す
。

　

統一地
方
選
挙
は
、
地
方
公
共
団
体

の
選
挙
日
程
を
全
国
的
に
統一す
る
も
の

で
、
例
え
ば
都
道
府
県
議
会
議
員
で
は
、

２
０
１
５
年
に
は
47
都
道
府
県
中
41
都

道
府
県
、
約
87
%
が
統一選
挙
を
行
い

ま
し
た
。

●
政
治
団
体
の
設
立

　

選
挙
運
動
を
始
め
る
に
は
、
ま
ず
、

政
治
団
体
を
設
立
し
ま
す
。
設
立
に
は
、

活
動
区
域
に
応
じ
て
、
総
務
省
ま
た
は

都
道
府
県
の
選
挙
管
理
委
員
会
に
届
出

を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
届
出
の

際
に
は
、
規
約
な
ど
、
様
々
な
文
書
の
提

出
が
必
要
で
す
。
届
出
前
に
、
政
治
活

動
の
た
め
の
寄
附
を
受
け
た
り
支
出
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
選
挙
活
動
は
、

選
挙
の
告
示
が
行
わ
れ
た
日
か
ら
投
票

日
の
前
日
ま
で
し
か
で
き
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
ま
で
は
、
後
援
会
を
作った
り
し

て
、
応
援
を
し
て
も
ら
い
な
が
ら
政
治

活
動
を
し
ま
す
。
街
頭
演
説
な
ど
で
自

分
の
考
え
を
述
べ
る
の
は
自
由
で
す
が
、

チ
ラ
シ
な
ど
文
書
を
作って
ま
く
場
合
は

規
格
や
枚
数
、
期
間
に
制
限
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
個
人
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
は
、

選
挙
の
告
示
日
の
6
カ
月
前
ま
で
し
か

で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
政
党
と
し
て

の
純
粋
な
政
治
活
動
は
選
挙
活
動
と
は

み
な
さ
れ
な
い
の
で
、
政
党
の
ポ
ス
タ
ー

は
貼って
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

●
立
候
補
に
向
け
て
の
準
備

　
告
示
日
に
は
立
候
補
の
届
出
を
し
ま

す
。
そ
れ
に
向
け
て
、
様
々
な
準
備
を

行
い
ま
す
。
政
党
か
ら
立
候
補
す
る
場

合
は
、
政
党
の
公
認
を
も
ら
う
。
選
挙

事
務
所
、
選
挙
カ
ー
の
準
備
、
個
人
演

説
会
を
す
る
場
合
は
会
場
の
手
配
、
ポ

ス
タ
ー
、
ビ
ラ
等
の
作
成
、
選
挙
運
動

一
票
の
格
差
と
は

地
方
議
会
の
選
挙
制
度

選
挙
運
動
に
つ
い
て

（
注
）
１
票
の
格
差
が
最
大
１
・
98
倍
と
な
っ
た

２
０
１
７
年
10
月
の
衆
院
選
に
つ
い
て
、
最
高

裁
は
２
０
１
８
年
12
月
合
憲
と
す
る
判
断
を
示

し
ま
し
た
。



■ 地方議会の自主的な取組例【住民と議会との意思疎通の充実の事例（模擬議会の開催）】

沖縄県糸満市議会～ならではの視点で質問キラリ「女性模擬市議会」開催～

●人口(平成22年国調)57,320人　　　●議員20人（うち女性議員1人）

平成26年10月28日、市議会本会議場で「第３回糸満市女性模擬市議会」を開催。同議会は、市女性団体連絡協
議会設立30周年記念事業の一環として、女性の視点から市民の声を行政に反映させることなどを目的に、前回から
15年ぶりに開催。

富山県南砺市議会～南砺市女性議会～

●人口(平成27年国調)51,350人　　　●議員20人（うち女性議員1人）

平成２１年度から始まった南砺市女性議会は、南砺市女性団体連絡協議会「さわやかネットワーク」が市政への関
心を高め、地域リーダーを育成する目的で実施している。第９回目となる今回は、公募や加盟団体の推薦によって議
員１４名が選ばれ、市の施設などの現地視察研修や学習会等に取り組んだ。平成２９年１１月２１日の本会議では、
市民約３０名が傍聴する中、一般質問を実施し、観光や伝統産業、地域包括ケア、食育、女性活躍について活発な
議論が展開された。

推薦や公募で当選した20代から70代までの21人の模擬市議は、実際の市議会傍聴や講座受講など２か月間に
わたる事前学習を経て一般質問を作成。当日は市民130名が傍聴する中、市民会館の整備や待機児童の解消に
ついてなど、福祉・教育・文化・防災・地域振興といった多岐にわたる分野で一般質問がなされ、市長や原課担当者
が答弁に応じ、活発な議論が展開された。

取材・文：石井栄子（CDA認定キャリア・デベロップメント・アドバイザー）　　45 ２０１９ 冬

資
金
の
調
達
な
ど
の
準
備
が
あ
り
ま
す
。

　

立
候
補
に
は
、
供
託
金
を
供
託
す

る
こ
と
が
公
職
選
挙
法
第
92
条
に
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
金
額
は
た
と
え
ば
都

道
府
県
知
事
の
場
合
は
3
0
0
万
円
、

同
議
員
の
場
合
は
60
万
円
な
ど
と
決
まっ

て
い
ま
す
。一定
数
の
得
票
数
（
有
効
得

票
の
10
分
の
1
以
上
な
ど
）
が
あった
場

合
は
返
却
さ
れ
ま
す
。
泡
沫
候
補
の
場

合
は
没
収
と
な
り
ま
す
。

　
選
挙
運
動
の
機
会
均
等
を
保
つ
た
め

に
、
選
挙
運
動
の
う
ち
、
新
聞
広
告
、

政
見
放
送
、は
が
き
の
送
付
、選
挙
カ
ー

の
使
用
（
条
例
に
よ
る
）
な
ど
が
無
料

に
な
る
選
挙
公
営
制
度
が
あ
り
ま
す
。

●
立
候
補
の
届
出

　
立
候
補
の
届
出
が
で
き
る
の
は
、
告

示
日
の
1
日
だ
け
で
す
。
時
間
も
決
まっ

て
い
て
遅
れ
た
ら
立
候
補
で
き
ま
せ
ん
。

届
出
に
は
、
立
候
補
届
出
書
と
、
宣
誓

書
、
政
党
に
所
属
し
て
い
る
場
合
は
政

治
団
体
の
証
明
書
、
供
託
金
を
払
っ
た

証
明
書
、
戸
籍
謄
本
ま
た
は
抄
本
を
提

出
し
ま
す
。
通
称
を
使
用
す
る
場
合
は

通
称
認
定
申
請
書
も
必
要
で
す
。

●
選
挙
運
動

　

立
候
補
の
届
出
が
受
理
さ
れ
た
ら
、

投
票
日
の
前
日
ま
で
、
選
挙
運
動
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

選
挙
運
動
に
は
、
選
挙
運
動
期
間
、

ビ
ラ
や
広
告
の
数
・
規
格
制
限
、
夜
間

の
街
頭
演
説
や
個
別
訪
問
の
禁
止
な
ど
、

厳
格
な
規
制
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以

外
は
自
由
で
す
。
ま
た
、
平
成
25
年
か

ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
選
挙
運
動
が

解
禁
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
メ
ー
ル

に
よ
る
選
挙
運
動
は
、
立
候
補
者
は
で

き
ま
す
が
、
有
権
者
は
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
選
挙
区
内
で
候
補
者
が
寄
附
を

し
た
り
、
モ
ノ
を
配
る
の
は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
結
婚
式
や
葬
式
に
議
員
が
出

席
し
て
お
金
を
持って
い
く
の
は
禁
止
さ

れ
てい
ま
す
が
罰
則
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
２
０
１
８
年
5
月
に
、
政
治
分
野
に

お
け
る
男
女
共
同
参
画
推
進
法
が
成
立

し
ま
し
た
。

　
日
本
に
お
け
る
女
性
議
員
の
割
合
は
、

諸
外
国
に
比
較
し
て
も
か
な
り
低
く
、

特
に
地
方
議
会
で
は
、
平
成
29
年
度
で
、

都
道
府
県
知
事
（
6
・
4
％
）、
都
道

府
県
議
会
議
員
（
10
・
1
％
）、
市
区

町
村
長
（
1
・
6
％
）、
市
区
町
村
議

会
議
員
（
13
・
1
％
）（
う
ち
、
特
別

区
議
会
議
員
（
27
・
1
％
）
と
なって
い

ま
す
。
年
齢
別
で
見
る
と
、
若
い
人
は

少
な
く
、
50
代
〜
60
代
が
多
い
。

　
ま
た
、
男
女
を
問
わ
ず
、
地
方
議
員

自
体
の
な
り
手
不
足
と
い
う
問
題
が
あ

り
ま
す
。
な
り
手
が
少
な
い
要
因
に
は
、

広
範
な
事
項
を
議
決
対
象
と
し
て
お

り
、
専
門
性
が
よ
り
強
く
求
め
ら
れ
る

と
と
も
に
拘
束
時
間
が
長
く
なって
い
る

こ
と
や
、
小
規
模
市
町
村
で
は
、
報
酬

が
少
な
く
、
議
員
報
酬
だ
け
で
は
生
計

を
立
て
て
い
け
な
い
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
兼
業
を
し
よ
う
に
も
、
平

日
昼
間
を
前
提
と
し
た
議
会
運
営
で
は

難
し
い
。
勤
労
者
の
場
合
は
就
業
規
則

が
足
か
せ
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
議
会
運
営
の
仕
組
み
を
変
え
な
い
こ

と
に
は
、
女
性
議
員
だ
け
で
な
く
男
性

議
員
も
増
え
てい
き
ま
せ
ん
。

　

明
る
い
話
題
も
あ
り
ま
す
。
沖
縄
県

糸
満
市
で
、
平
成
26
年
に
第
3
回
糸
満

市
女
性
模
擬
市
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
子
育
て
、
介
護
、
教
育
、
防
災
、

地
域
振
興
な
ど
、
女
性
な
ら
で
は
の
質
問

が
相
次
ぎ
、
市
長
ら
が
答
弁
に
応
じ
ま
し

た
。
富
山
県
で
は
平
成
21
年
か
ら
南
砺

市
女
性
議
会
が
ス
タ
ー
ト
し
、
地
域
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
自
主
的
な
活
動
が
地
方
で
起
こって

い
る
こ
と
に
は
明
る
い
期
待
が
持
て
ま
す
。

　
女
性
が
住
み
や
す
い
社
会
は
男
性
に

と
って
も
住
み
や
す
い
社
会
に
な
り
ま

す
。
今
後
も
、
政
治
分
野
に
お
け
る
女

性
の
活
躍
が
広
がって
行
く
こ
と
を
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

政
治
分
野
に
お
け
る

男
女
共
同
参
画


